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は じ め に
　少子高齢化の進展による労働力人口の減少が懸念されるととも

に、核家族や共働き家庭が一般化する中、育児・介護などの個人

のライフスタイルやライフサイクルに柔軟に対応でき、仕事以外

の時間も自らが希望するバランスで生活できる働き方が求められ

ています。

　このため、企業や団体や一人ひとりの県民の皆様にワーク・ラ

イフ・バランスの推進に取組むきっかけとしていただくために、

仕事と家庭（育児・介護など）との両立支援について先進的取組

みを行っている県内７社の具体的事例を中心に、育児・介護休業

法に定められている両立支援制度、県の子育て行動計画策定企業

認証マーク制度、ワーク・ライフ・バランス推進アドバイザーの

派遣など、ワーク・ライフ・バランス推進に向けた各種支援制度

について掲載しています。

　働きやすい職場づくりに取り組みたい、優秀な人材を確保し

定着させたい、そのような思いを持つ企業や団体の皆様に、この

「ワーク・ライフ・バランス事例集」を広く御活用いただければ

幸いです。

　最後になりましたが、お忙しい中、取材に御協力いただきまし

た７企業の皆様をはじめ、本事例集の企画・編集に携っていただ

きましたNPO法人わははネットの皆様方にお礼と感謝を申し上

げます。

平成26年２月　香川県商工労働部労働政策課
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ワーク・ライフ・バランスのための
両立支援の取組みとは

　ワーク・ライフ・バランスとは、仕事上の責任を果たしつつ、「仕事」と「仕事以外の生活（子育て・

親の介護・自己啓発・ボランティアなど）」を、希望するバランスで行うことができる状態をいいます。

バランスといっても、仕事と生活の時間配分を均等にするわけではなく、自らが希望するバランスで

生活できることが大切です。

　両立支援の取組みとは、従業員のワーク・ライフ・バランスを企業が支援することで、従業員が働

き続けやすい職場環境を整えるための取組みです。

　たとえば、従業員が子どもを産み育てながら仕事を続けるために、育児休業制度や子どもの看護休

暇制度を導入すること、また、親の介護をしながら仕事を続けるために、介護休業制度や短時間勤務

制度などを導入することなどが、該当します。仕事以外の時間の確保を必要とする従業員が働きやす

い環境を整備することで、従業員が辞めることなく働き続けることが可能になります。

　そして、そのような両立支援の取組みによって、他の従業員にも働きやすい環境が整い、従業員全

体の会社への満足度向上や働く意欲の向上が期待できるのです。

　次の育児・介護のための両立支援制度は、育児・介護休業法で定められている制度です。自社の就

業規則などで明文化されているかどうか確認しましょう。各制度の詳しい内容については厚生労働省

のホームページをご覧いただくか、香川労働局雇用均等室（TEL 087-811-8924）にお問合せください。

■育児のための両立支援制度

■介護のための両立支援制度

育児休業 育児のために仕事を休める制度

介護休業 介護のために仕事を休める制度

短時間勤務制度 短時間勤務（１日６時間）ができる制度

短時間勤務制度等の措置 短時間勤務などができる制度

所定外労働の免除 残業が免除される制度

介護休暇 介護などの必要がある日について仕事を休める制度

子の看護休暇 子どもの病気の看護などのために仕事を休める制度

法定時間外労働の制限 残業時間に一定の制限を設ける制度

法定時間外労働の制限 残業時間に一定の制限を設ける制度

深夜業の制限 深夜（午後10時から午前５時）の就労を制限する制度

深夜業の制限 深夜（午後10時から午前５時）の就労を制限する制度

転勤の配慮 家族の介護をする従業員の転勤に一定の配慮を求める制度

転勤の配慮 育児期の従業員の転勤に一定の配慮を求める制度
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これからのワーク・ライフ・バランスは仕事・育児・介護の同時進行！
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中小企業における
ワーク・ライフ・バランスとは

　ワーク・ライフ・バランスの取組みは、大企業よりも経営者と従業員の距離が近く、個々の従業員

の実情が見える中小企業こそ、実践しやすい面があります。取組みの効果は、優秀な人材の確保、従

業員の意欲向上・生産性の向上など、会社にとってのメリットとして現れてきます。従業員にとって

も、限られた就業時間内で生産性をあげるための知識やスキルの向上、時間管理能力が高まることに

よる業績アップ、ストレス軽減による心身の健康の保持促進など、メリットは多いといえます。

　中小企業で従業員が仕事と育児を両立しやすい要因を整理すると、たとえば次の４つがあげられ

ます。

　一方、家族介護を行う従業員は今後ますます増加することが予想されています。現在 40 代、50 代

の従業員の５年後を想像してみてください。介護に携わりながら働き続ける従業員を支援するための、

仕事と介護の両立支援についても、待ったなしの状況だといえます。

　既に法定どおりの制度を導入しているのでこれ以上の取組みの必要はない、という認識の企業も少

なくありません。しかし、制度が利用しやすいかどうか、効果的な運用がされているかどうか、自社

の取組みの進捗状況を把握し、自社の状況に合った取組みを進めて、効果を高めていくことが大切です。

香川県内の中小企業にも、自社の状況に合わせた取組みを進めている企業が多数あります。

この事例集では、その中からほんの一握りではありますが、取材に御協力いただいた７社

の具体的な取組み内容について紹介します。

■ 小さな組織ならではの機動性や柔軟性が強み

■ 介護に携わりながらの就業継続

■ 自社の状況に合わせた取組みが必要

◆ 従業員の個別の事情に柔軟にすばやく対応できる。
◆ 職住近接によって、通院や学校行事への参加等もしやすい。
◆ 育児をしながら働くことへの職場の理解がある。
◆ 人間関係が築かれており、復帰後や再雇用後も働きやすい。
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ワーク・ライフ・バランス取組み事例

優秀な職員に、長く働いてもらいたい。
そんな思いから、休暇や勤務時間など、
自由度の高い制度を整備しています。

　看護・介護の現場は、いわゆる３K のイメー

ジがあり、優秀な人材の確保が難しい業界です。

それゆえ、人材確保のために、早くからワーク・

ライフ・バランスに関する取り組みを行ってき

ました。しかし、特別なことをしているつもり

はありません。職員の大部分を占める女性が、

モチベーションを持って働き続けられる環境を

整えてきた結果、制度が生まれてきたのです。

　例えば、看護師なら、20 歳前後で職場に入り、

数年で仕事に慣れてきます。そして、20 代半

医療法人社団   三恵会   木太三宅病院 高松市

優秀な人材を確保し、働き続けてもらうための環境づくり。

お話を伺ったのは、
院長  三宅  泰二郎さん

ばから 30 代にかけて、責任ある仕事を任され、

やりがいを感じるようになってきます。しかし、

その頃は結婚・出産を迎える時期と重なります。

働き続けられる制度が整っていなければ、仕事

がおもしろくなった頃に辞めなければならな

い…。それは残念なことです。優秀な人材を採

用して長く働き続けてもらうことが、お互いに

とって良いことだと確信しているからこそ、育

児休業制度等を早くから導入しました。既に

しっかりと根付いています。

1 柔軟な子の看護休暇
　 制度を導入。

2 短時間勤務制度を導入し、
　 利用を促進。

3 所定外労働・休日出勤・
　 深夜勤務を免除。

　未就学児童を養育する職員
を対象に、半日または、1 時
間単位で取得できる子の看護
休暇制度を導入した。

　未就学児童を養育する職員を対象
に、申し出により利用できる短時間
勤務制度を導入し、利用促進に努めた。

　出産や子育てを理由に退職した職
員を再雇用し、所定外労働・休日出
勤・深夜勤務の免除を行った。
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村井 由美さん　神埼 真由美さん

「職員さんが長く働いていますね」
その言葉が働きやすさの証明。

職員の意見を参考に、
制度をより使いやすく改良。

Q. 職場の好きなところは？

Q. 職場の雰囲気は？

　平成23年8月の育児休業明けから時短勤務

で勤務しています。夜勤も休日出勤もありませ

ん。仕事を再開したばかりの頃は、子どもの発

熱などで急に休むことも多かったのですが、周

囲に助けられ、働き続けています。私は転職組

ですが、育児休業の取得実績は、職場選びの際、

参考にしました。先輩が多いのが心強いです。

ここにきて良かったと思っています。
（神埼さん）

設立 / 昭和50年6月30日
診療科目 / 外科、胃腸科、循環器科、心臓血管外科、整形外科、肛門科、内科、
　　　　　リハビリテーション科、人間ドック
名称 / 医療法人社団 三恵会 木太三宅病院
理事長 / 三宅  洋三
所在地 / 高松市木太町 3836-7
電話番号 / 087-867-3131

　外部の方から「職員さんが皆、長く働かれて

いますね」と言われます。確かに特別な事情が

ない限り、辞める職員はいません。人間関係も

良く、楽しく働いてくれていると感じています。

　残業もほとんどありませんが、効率的に仕事

を進められるよう、早い時期に電子カルテを導

入しました。今後もできることは取り入れ、働

きやすい職場の実現に努めていきます。  

　『どんな制度を整えると働きやすいのか』に

ついては、結婚・出産を経験した職員に、人事・

労務担当の職員がヒアリングし、制度を改良し

ています。育児は何年間も続くもの。一過性の

支援ではなく、息の長い配慮が必要でしょう。　　

当院の取り組みのキーワードは、「自由な選択」。

　例えば、子の看護休暇は、平成 24 年 4 月か

ら半日や 1 時間単位での取得を可能にしました。

自由度を増せば柔軟な働き方ができるからです。

　また、育児休業からの復帰時には、事務長と

勤務について相談を行い、時間外勤務や休日出

勤、夜勤などを免除しています。

　働くお母さんが多く心強いところ。当たり前
にワーク・ライフ・バランスができているから
安心です。

　ざっくばらんな感じです。育児休業中も、子
どもを連れて顔を出す職員が多い職場です。

従業員に聞く！

　当院には、11年間勤務しており、その間２

回の育児休業を取得しました。復帰する際に自

分の希望を伝えて仕事量を調整することができ

るので、本当に助かりました。気がつけば10

年…そんな感じで勤めています。現在も２人の

仲間が育児休業を取得中ですし、毎年、２人程

度がこの制度を使っています。きめ細かい制度

のおかげで働きやすいですね。　　（村井さん）
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ワーク・ライフ・バランス取組み事例

既存の取組みを見直し、より使いやすく。
働きやすい環境を整えることで風土が変化し、
企業のイメージアップと採用成功を実現。

人口減少時代に突入。
社会情勢を受け、誰もが働ける
環境づくりを推進。

既存の取り組みを充実させ、
制度化することで、利用を促進。

1 子の看護休暇制度の
　 対象を拡大。

2 再雇用制度を導入し、
　 利用を推進。

3 インターンシップの
　 積極受け入れ

　ワーク・ライフ・バランスが求められる社会

情勢を踏まえ、平成 25 年４月から複数の制度

を整え、運用を開始しました。これまで、あま

り利用されていなかった内容を見直し、もっと

働きやすい仕組みを整えることで、より良い企

業への進化に弾みをつけたいと考えています。

　具体的には、看護休暇の対象範囲を拡大。対

象となる子どもを「就学前」から「小学３年生」

までに広げました。当社では、平成 18 年から

育児休業や介護休業制度を整えていました。し

かし、社員の年齢構成上、該当者が少なく、あ

まり利用されていない状態だったのです。ゆえ

に看護休暇制度の範囲

を拡大することで、利

用者を増やし、他の制

度の利用も促進しよう

と考えています。

　子の看護休暇の対象範囲を小
学校３年生までの子を養育する
従業員にまで拡大した制度を導
入した。

　出産や子育てを理由に退職し
た従業員を再雇用する制度を導
入し、利用促進に努めた。

　若年者に対するインターン
シップ制度を導入し、高校生、
高等専門学校生、大学生の受け
入れを行った。

株式会社レガン 木田郡三木町

お話を伺ったのは、総務部部長   香西  博さん

明るく広々としたオフィス内。休憩スペースや
打ち合わせスペースも豊富で明るい雰囲気。働
きやすい環境が整っています。
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優秀な人材の確保に成功し、
企業風土が変化。

髙嶋 真美さん

Q. 仕事復帰して一番うれしいことは？

Q. 職場の好きなところは？

　約10年在籍した後、妊娠

時に体調を崩し、一旦退職。

平成 24年８月、再雇用制度を利用して職場復帰

しました。退職時に、社長から「いつでも戻っ

てきて」との言葉をいただいていたので自らア

プローチ。制度を利用しての第１号復帰となり

ました。

　出産後の再就職は、今までの生活に子育てが

加わった上での勤務となります。「もし、出産

前と別の会社に再就職したら、新しい仕事を覚

えながら人間関係を構築することになり、負担

が大きかったでしょう。古巣に戻ることができ

て、本当にうれしく思います。」と、再雇用制

度の感想を語ってくれました。

創業 / 昭和37年11月3日
業種 / スポーツ＆ファッショングローブ企画・製造
従業員数 /70人
社名 / 株式会社レガン
代表取締役 / 砂川 泰三
所在地 / 木田郡三木町大字上高岡 356-1
電話番号 / 087-898-1211

　ワーク・ライフ・バランスへの取り組みなど、

社内体制の整備を意識し始めた５、6 年前から、

社内に２つの変化が起きています。

　１つ目は、優秀な人材が採用できるように

なったこと。学生向けの説明会の場で、これら

の制度について質問されることが多く、制度化

することで応募者に安心感を与えられるように

なりました。その結果、働きやすい企業として

認知され、良い人材の採用に成功しています。

　２つ目は、社内のコミュニケーションが密に

なったことです。社員同士、助け合う風土が生

まれ、業務がスムーズに進んでいるように感じ

ています。加えて、インターンシップの学生さ

んは、フレッシュな風を社内に運んでくれる存

在。様々な制度を定着させるには、手間も時間

もかかりますが、その分を差し引いても、大き

なメリットを感じています。

　仕事を通してリフレッシュできること。育児
には、保育所の先生というプロの力を借りるこ
とで、気持ちに余裕が生まれました。

　自由に意見が言えるところ。人間関係が良好
です。

従業員に聞く！

　また、再雇用にも５、６年前から取り組んで

いますが、さらに内容を改良。採用の現場など

で広くＰＲしていくことにしました。

　インターンシップについては、学校等からの

要望を受けて、毎年、５名程度を約１週間受け

入れています。いずれも、きちんと制度化した

ことで、外部への説明もしやすくなり、企業イ

メージアップに貢献しています。
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ワーク・ライフ・バランス取組み事例

全ての職員にイキイキと活躍してもらうために。
行動計画を策定し、推進体制を整備。
働きやすい風土づくりに取組んでいます。

1 風通しのいい職場環境の整備。 2 職員が育児休暇制度等を取得しやすいよう、
　 就業規則や規定を改正し、利用を推進。

3 ノー残業デーの導入

　平成 23 年の秋頃から、全ての職員がその能

力を十分に発揮できるような雇用環境の整備に

力を入れてきました。さらに、優秀な若い人材

を獲得するためのイメージアップや、次世代育

成支援について地域に貢献するため、行動計画

を策定し、様々な取り組みを行っています。

　職場環境を改善するために、一番に着手した

のは、職場内コミュニケーションの促進でした。

　職員間を二分していた事務室中央のキャビ
ネットを撤去して OA コーナーとし、机の配置
換えを実施。職員同士、全ての顔が見えるよう
にすることでコミュニケーションを促進した。

　既に育児休業、子の看護休暇、育児のための所定外労働
の免除、短時間勤務制度は整えていたが、24 年 9 月より一
部を改訂した。
　子の看護のための休暇については、対象範囲を小学校２
年生までの子を養育する従業員にまで拡大。日数も 10 日
限度から（３人以上の子がいる場合）13 日限度にした。併
せて、育児のための所定外労働免除の対象範囲を、小学校
卒業までの子を養育する従業員にまで拡大した。

　毎週水曜日を「ノー残業デー」に指定。当日
午後には、全職員にメール配信で周知し、定時
退所の促進を図っている。

四国交通共済協同組合 坂出市

制度を整え、コミュニケーションを促進。気持ち良く働ける環境を目指して。

お話を伺ったのは、
専務理事  和田  武志さん

風通しの良い職場を実現するため、レイアウト

変更を実施。オフィスを大きく２つに隔ててい

たキャビネットを撤去し、お互いに顔を見なが

ら仕事ができる環境を整えました。

　また、職員がいつでも気軽に育児休業などの

制度が利用できるよう、就業規則及び育児・介

護休暇等に関する規定の一部を改正。管理職へ

の意識の啓蒙も行い、気持ち良く休暇を取得で
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女性だけでなく、
男性の取得率向上を目指して。

ノー残業デーの実施に、
徹底して取り組んでいます。

河野 光孝さん

Q. 職場の好きなところは？

Q. 残業は減りましたか？

　必要に応じて、子の看護

休暇を利用しています。妻

も四交協で働いていますが、お互いに仕事に支

障が出ないように配慮しながら、仕事と育児に

取り組める環境は魅力的です。制度が充実して

いることに感謝していますし、上司が気持ちよ

く取得を促してくれるので、助かりますね。

　子どもは 2 人。昨年、下の子が入院した際

にも、「子どものことが気になって仕事にならな

いだろうから、ゆっくり休むように」と温かい

言葉をかけてもらいました。必要な時に休暇が

取れる環境は、仕事への熱意を高めます。段取

りも良くなり、急な予定が入っても対応できる

よう、常に先取りして仕事に取り組むようにな

りました。今後も、空き時間を有効に利用する

など、常に意識を高く持って仕事に取り組みた

いです。

設立 / 昭和48年3月30日
事業内容 / 自動車共済及び自賠責共済、その他関連共済事業の運営
　　　　　ならびに交通事故防止活動など
名称 / 四国交通共済協同組合（略称「四交協」）
理事長 / 城戸  猪喜夫
所在地 / 坂出市番の州公園 6-6
電話番号 / 0877-44-4416

　現在、看護休暇等については、取得する大部

分が女性。しかし、今後は男性の取得を促進し

ていきます。当組合は、全国に先駆けて安全運

転研修施設をつくり、安全啓発活動に力を入れ

てきた組織。職員がイキイキと働ける環境を整

えることで、職場そのものも安全・安心で働き

がいのある組織を目指していきたいと考えてい

ます。

　毎週水曜日をノー残業デーに指定。残業をす

る場合は、上長の許可を取得してもらうように

しています。さらに実施を徹底するため、平

成 25 年 11 月からは、推進責任者が本部館内の

照明と空調を強制的に切り、事前申請により残

業許可を得ている職員に限り、必要な箇所の再

点灯を行うことにしました。もちろん、水曜日

以外の曜日もなるべく定時に帰れるように促し

ています。その結果、職員一人ひとりの管理能

力がアップし、短期集中型で仕事をするように

なったと実感しています。

　職員に対して優しいところ。制度も充実して
いるし、部下の体調を気遣ってくれる上司がい
る職場です。

　確実に減りました。職員の仕事のテンポが上
がり、笑顔も増えた気がします。

従業員に聞く！

きる風土づくりに注力しています。

　具体的には、平成 24 年 9 月から所定外労働

の免除の対象範囲を『３歳に満たない子』から

『小学校を卒業するまでの子』に拡大。併せて

子の看護のための休暇の対象と日数も拡大しま

した。
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ワーク・ライフ・バランス取組み事例

の有給休暇の取得などは、早くから運用されて

いました。理由は、幼稚園という事業の性質上、

常に保護者の方々と接している私たちは、保護

者でもある教職員の気持ちが分かるからです。

子どもが急に熱を出し、迎えが必要になること

もあるでしょう。これは、当園でも、よくある

ことです。入学式や参観日などに参加したい気

持ちも分かります。幼稚園としても、ぜひ参加し

てほしい行事ですし、大切な節目。その機会を奪

う訳にはいきません。教職員が子育てをしながら

働くために、必要な

配慮は行うべきだと

考えています。そして、

長く勤めてもらうた

めには、できる限り、

大らかに対応してい

こうというのが、当

園の考え方です。

教職員も保護者であることを理解し、
子育て中の『よくあること』に対応することで、
居心地の良い職場を実現しています。

1 子の看護休暇の導入
　未就学児を養育する教職員を対象に、子の人数
に関係なく子の看護休暇を年 10 日とする制度を
導入した。

2 年次有給休暇の充実
　 新規採用について、採用日より 10 日の年次有
給休暇を付与した。（労働基準法に定める基準を
上回るもの。）

3 育児支援制度などの周知の徹底
　育児支援諸制度及び法律・公的支援諸制度につ
いて、職員会議にて全教職員に周知を図った。

認定こども園やしま幼稚園 高松市

お話を伺ったのは、
理事長   坪井 久也さん

　平成 24 年の夏頃から、看護休暇制度や有給

休暇制度の整備を進めてきました。新しく導入

したというよりは、既に行っている取組みを明

文化し、制度化したものです。

　当園では、育児休業、看護休暇、入職後すぐ

保護者でもある教職員の気持ちを理解する職場でありたい。
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もう一度一緒に働こう。
再雇用が自然に行われる風土。

様々な立場の教職員が
それぞれのスタイルで働く。

設立 / 昭和52年４月
業種 / 幼児教育
従業員数 / 31名
名称 / 認定こども園やしま幼稚園
代表者 / 理事長　坪井 久也
所在地 / 高松市屋島西町 2477-4
電話番号 / 087-843-2241

　育児休業後の復帰は当然ですが、一度、職場

を離れた教職員が、子育てが一段落した時点で

戻ってきてくれることが多いのも当園の特徴で

す。再雇用制度を整えるずっと前から、再雇用

自体は行われてきました。

　現在も一旦退職した職員が働いてくれていま

す。もし、フルタイム勤務が無理な場合は、非

常勤として１、２年働いてもらい、子どもの成

長に合わせてフルタイム勤務に移行してもらう。

そんな働き方が主流です。

　幼児教育の仕事は、ブランクがあっても復帰

しやすい仕事の一つだと思います。むしろ、子

育て経験を経て再就職してくれた職員は、大き

な戦力。大歓迎しています。

　当園の教職員は、年齢も立場も様々。20 代

から 50 代まで年齢層も広く、非常勤の方もフ

ルタイム職員の方もいます。そんな中、みんな

で助け合いながら、子どもたちと向き合ってい

るのです。どんな教職員にとっても働きやすい

環境をつくることが、人材の確保にもつながる

でしょう。今後もできることから取り組んでい

きたいです。

子どもたちの健やかな成長
を支援し続け、平成 20 年
からは、認定こども園とし
て地域の幼児教育を支えて
います。

荻田 るみ子さん

Q. 職場の雰囲気は？

Q. 今のライフスタイルをどう思う？

　平成24年４月より緊急

雇用創出基金事業をきっか

けに入職しました。子どもは３人。一番下の子

はまだ３歳です。正直、仕事と家庭の両立に不

安はありましたが、幼稚園でもう一度働きたい

という思いが強く、面接を受けました。

　面接時、どきどきしながら「子どもの参観日

に行ってやりたいのですが、お休みはいただけ

ますか？」と尋ねた私に、理事長先生が、笑顔

で「大丈夫ですよ。みな参加しています」と答

えてくれました。背中を押された気持ちでした。

現在は15時までの短時間勤務です。時間通り

に仕事を終えることができるので、育児との両

立も可能です。

　独身の頃よりも保護者の気持ちがよく分かる

ようになりました。また、仕事をすることで自

分の子に対する接し方も変わってきたと思って

います。今は、

やりがいを

感じながら

仕事ができ

ています。

　ベテラン、中堅、若手がバランスよくいる職
場。様々な考え方や経験を共有できて、勉強に
なります。

　子育ても仕事も、良いバランスで取り組めて
いると思います。機会を与えてくれた園に感謝
しています。

従業員に聞く！
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ワーク・ライフ・バランス取組み事例

育児休業の取得率は、ほぼ 100％。
短時間労働の導入や夜勤の軽減で、
長く働ける環境を整えています。

子どもを持つ職員はもちろん、
様々な立場の人が利用できる
支援を導入。

対象者は、ほぼ全員が取得。
育児休業制度が根付いた職場です。

1 育児支援制度の充実

2 育児手当の支給

3 院内サークル活動の支援

4 リフレッシュ休暇の導入

　保育所に預ける費用負担を軽減するため、未

就学児のいる女性職員に子ども 1 人あたり１万

円の育児手当を支給しています。少しでも負担

を軽減し、長く働いてもらいたいからです。

　女性が 7 割を占める職場ということもあり、

育児休業制度は、就業規則を定めた時点で導入

しています。対象となる女性職員は、ほぼ全員

が取得。２回目を取得する職員も多く、しっか

り根付いています。

　加えて、３年ほど前からは、復帰後しばらく

の間、時短勤務を取り入れ、夜勤の制限も行っ

ています。具体的には、勤務時間を１～２時間

短縮したり、夜勤を半分程度に軽減したりして

います。大変好評で、こちらもすっかり定着し

ています。もちろん、職種を問わず全員が対象

です。もともと病院は、育児制度が整っている

業界。当院でも、制度はあって当たり前だと認

識していますし、

働く職員も自ら

の権利として認

識していると思

います。

　育児休業制度の普及に努め、時短勤務や夜勤負
担の軽減を実施。

　未就学児のいる女性職員に子ども 1 人あたり 1
万円の育児手当を支給。

　フットサルサークルの活動費を援助。

　年に２日、希望日に休暇を付与。

医療法人社団研宣会   広瀬病院 高松市

お話を伺ったのは、
事務長   山本  一郎さん
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多面的な支援で
「おたがいさま」の風土を醸成。

桝村  加奈子さん

Q. 仕事復帰を家族はどう思ってる？

Q. 職場の好きなところは？

　平成25年10月28日に２度目の育児休業を

終え、職場復帰しました。夫婦共に両親が県外

在住ですが、時短勤務制度のおかげで、仕事を

続けられています。子どもが急に病気になって

も、仕事を引き継ぎ、休むことができるので安

心。育児休業を取得してきた先輩達からのアド

バイスも豊富ですし、周囲の職員の理解がある

ことを心からありがたいと感じています。

　当院は、「専門性を生かした患者中心の医療

と看護」を理念とする病院です。患者さんを大

切にしているのと同様に、働く人の生活も大

切にしてくれる病院です。加えて、私自身が

家庭と仕事の両立に喜びを感じるタイプ。今は、

日々の生活が充実しています。

創業 / 昭和41年6月
診療科目 / 整形外科　外科　リウマチ科　リハビリテーション科
従業員数 / 85 人
名称 / 医療法人社団研宣会　広瀬病院
院長 / 広瀬  友彦
所在地 / 高松市松縄町 35-3
電話番号 / 087-867-9911

　長い時間をかけて育児休業制度が根付いてい

るので、制度導入による職場の変化を感じるこ

とはありません。しかし、「おたがいさま」とい

う言葉の元に、助け合いの風土があるのは事

実。子育てをしていれば、子どもが突然病気に

なるといったトラブルは当たり前です。ゆえに、

遅刻や早退などの申し出には 100％応じており、

皆がそれを受け入れ、お互いにフォローし合い

ながら働いています。優秀な人材を確保し、な

るべく長く働いてもらうために、今後は、院内

の託児施設も考えていきたいです。

　ちなみに当院職員の約９割は正職員。365 日

24 時間病院を支えてくれる職員を大切にする

姿勢は、これまでも、これからも変わりません。

　夫は家事や子育てに協力的です。妻が仕事に
やりがいを感じることを当然のこととし、しっ
かりサポートしてくれています。

　職場の人が様々なアドバイスをくれるところ。
特に先輩ママさんからの家事時間短縮テクニッ
クは参考になります。

従業員に聞く！

　育児休業の他にも院内のコミュニケーション

を図るため、サークル活動の支援を行っていま

す。フットサルチームがあり、月に１回練習を

行っていますが、会場費は病院側が援助してい

ます。さらにリフレッシュ休暇など、様々な立

場の人が利用できる制度作りに注力しています。
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ワーク・ライフ・バランス取組み事例

『ダイバーシティ推進室』を設置し、
多面的な支援で社員の可能性を引き出す。
目指すは、全社員が能力を発揮できる会社。

平成 25 年 4 月、
ダイバーシティ推進室を新設。

　推進室の設置をきっかけに、企業競争力の強

化に向けた人財の活用の観点から積極的にダイ

バーシティへの取り組みを推進しています。具

体的には、取組みを全社で共有する T V 会議

ミ ー テ ィ ン グの実施、女性リーダーの育成な

どを行うポジティブアクションの推進、ワーク・

ライフ・バランスの推進を行っています。

　高松支店でも、ワーク・ライフ・バランス、

職場環境改善、ポジティブアクションの３つの

ポイントで、活き活きと働き続けられる職場環

境を目指しています。その結果、業績向上と個々

の能力のレベルアップにつながる働きがいのあ

る職場づくりを行っています。

大和リース株式会社  高松支店 高松市

 左から
管理課次長   寺﨑さん
支店長   鳥越さん
管理課主任   大橋さん

1 多様な休暇制度の導入と利用促進
　時間単位で取得できる年次有給休暇をはじめ、
各種休暇制度の利用促進を行っている。
　有休・ホームホリデー・リフレッシュ・ハロー
パパなどの休暇制度については、平成 25 年度
も５カ月間で一人当たり 5.7 日を取得。年間 12
日の目標達成を目指している。
　連続５日間のリフレッシュ休暇については、
取得計画を作成し、90％近くを取得している。

2 ノー残業デーの徹底
　毎週金曜日をノー残業デーとし、ほぼ 100％
達成し、残業時間も減少している。

3 育児・介護休業制度の導入と利用推進
　育児・介護休業制度を整えると同時に、１日
２時間までの時短勤務や所定外労働の免除など
を行っている。また、育児休業明けの女性社員
に対して、復職セミナーを行い、復職への不安
を払拭している。
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多様な休暇制度の普及と
ノー残業デーの徹底を推進。

女性の活躍を促す取組みや
家族を巻き込んだ催しも開催。

大橋  美江さん

Q. 職場の雰囲気は？

Q. 好評な社内行事は？

　リフレッシュ休暇を利用して、学生時代から

続けているバドミントンのレディース全国大会

に参加しています。現在、県と市の連盟役員を

務めているため、選手としてではなく、県役員

として選手のフォローに関わっています。大会

は、全国各地で開催されており、2013年は、木

曜日から土日を挟んで月曜日まで休暇をいただ

き、神奈川県小田原市に行ってきました。これ

まで仙台、神戸、北海道などにも出かけています。

　リフレッシュ休暇があることで、休暇が取り

やすいと感じます。私だけではなく、支店長を

はじめとする上司も帰省や自己啓発のために休

暇を取得。その分、普段の仕事は能率をアップ

し、職場全体に、ON と OFF のメリハリがつい

た風土が根付いています。

設立 / 昭和22年7月29日
業種 / 規格建築事業、流通建築リース事業、環境緑化事業、
　　　リーシング  ソリューション事業等
従業員数 / 2,117名（高松支店29名）
名称 / 大和リース株式会社　高松支店
代表者 / 代表取締役社長　森田 俊作
所在地 / 高松市中新町 11-1  アクア高松中新町ビル 8 階
電話番号 / 087-862-3244

　ワーク・ライフ・バランスに関する取組みと

しては、残業時間の軽減、各種休暇の取得率の

向上に力を注いでいます。毎週金曜日のノー残

業デーについては、ほぼ 100％を達成。カエル

チャレンジ企業としての認定も受けています。

　その他にも、１時間単位で取得できる有給休

暇やホームホリデー、原則として連続５営業日

の取得を目指すリフレッシュ休暇、年次有給休

暇を積み立てられる積立有給制度、配偶者が出

産した男性社員が取得できるハローパパ制度、

ボランティア休暇、褒賞休暇、裁判員休暇など、

多様な休暇制度を整え、その取得を積極的に働

きかけています。

　育児休業制度が運用されていることはもちろ

んですが、その復職に関する支援も行っていま

す。育児休業取得者復職セミナーを開催し、休

業中の変化に対応できるよう、細やかなサポー

トを行っています。 必要な情報は全て『ダイ

バーシティ推進室ホームページ』で確認できる

ようになっており、「妊娠が分かったら」「出産

予定日が近づいてきたら」「子どもが産まれた

ら」等、自分の状況に応じた情報を得ることが

できる環境を整えています。

　また、社員の子どもを職場に招き、子ども

達に父親・母親が働く姿を直接見せる‘こども

参観日’も実施。当日は、全員ノー残業として、

子どもと一緒に帰宅しています。全社員が生き

がいを持って「働き続けられる会社」になるた

めに、企業と社員全員が協力し、活動に取組ん

でいます。

　身近なことから意見を出し合えるよう、明る
い職場環境を目指していることもあり、相談し
やすい雰囲気があります。 

　『こども参観日』です。仕事場に来た子どもた
ちの目はキラキラ。大人も刺激を受けています。
その日は、全社一斉 18 時の定時退社です。

従業員に聞く！
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ワーク・ライフ・バランス取組み事例

働きやすい環境づくりは、話し合うことから。
要望に応えることで生まれた制度を進化させ、
理想の職場を作り出す。

中橋産業株式会社 坂出市

お話を伺ったのは、
専務取締役   中橋 政彦さん

　育児休業も短時間勤務も、制度をきっちり決

めて導入してきた訳ではありません。まずは社

員からの要望があり、それに応えることで少し

ずつ運用が進んできた…そんなイメージです。

　当社では、お客様のご要望に応えることと、

社員の要望に対応することで、働きやすい環境を実現していく。
従業員にイキイキと働いてもらうことの両面か

ら社会に貢献していく必要があると考えていま

す。ゆえに、従業員がイキイキと働ける職場づ

くりは、企業の大切な責務。そんな風土の中、

育児休業も短時間勤務も、いつの間にか職場の

中に浸透してきました。

　育児休業については、社長の奥様が助産師な

ので、仕事を持つ女性が子どもを産み育てるこ

とへの理解が高く、早くから導入が進んでいま

したね。すでに複数の取得実績があり、現在の

女性社員５名のうち、４名に子どもがいます。

　順番が逆になりましたが、現在、県からの要

望を受け、制度をカタチにしているところです。

働き方の多様化が進むにつれ、今後も社員から

出てくる要望を参考にしながら、働きやすい環

境を作っていきたいと考えています。

1 短時間勤務
未就学児童を養育する従業員を対象に、短時間
勤務の制度化を目指している。

2 看護休暇制度
　子の柔軟な看護休暇制度を導入し、普及を目
指している。

3 父親が取得できる休暇制度
　子の出生時に父親が取得できる休暇制度の導
入を目指している。
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答えは、皆で作り上げていくもの。
話し合いができる職場を目指す。

離職率の低さは、働きやすさの証。
上司からコミュニケーションを促進。 真鍋  千浪さん

Q. 職場の好きなところは？

Q. 職場の特徴は？

　私が当社の育児休業取得第一号です。そのと

き生まれた子は４歳になりました。平成25年

２月からは２回目の育児休業に入っています。

おかげで、今は育児に専念できています。職種

を問わず全員が育児休業を利用できるため、安

心ですね。

　私はずっと働いてきたので、仕事を辞めるつ

もりはありませんでした。もともと、家事に専

念するより、仕事との両立を実現したいタイプ。

職場でもがんばることが、自分にとって心地よ

い環境だと感じています。今後も家族に支えて

もらいながら、仕事を続けていくつもりです。

　職場の雰囲気が温かいので、職場復帰にあ

たって、あまり心配していません。女性社員が

皆元気ではつらつとしており、育児休業中も情

報交換をして刺激をもらっています。今から職

場復帰が楽しみです。

創立 / 昭和21年３月
業種 / 建築修繕工事、各種メンテナンス工事、
　　　総合塗装工事など建築工事業
従業員数 / 25名
名称 / 中橋産業株式会社
代表者 / 代表取締役   中橋  孝彦
所在地 / 香川県坂出市坂出町北谷 314
電話番号 / 0877-46-1201

　人によって働きやすさの定義は違います。ま

た、企業として対応が難しいこともあるでしょ

う。まずは、自分の希望を発言しやすい雰囲気

をつくることが大切ではないでしょうか。どち

らかが一方的に主張するのではなく、お互いに

話し合って、譲り合う。そして、働きやすい職

場をみんなで作り上げていければ良いと考えて

います。

　会社としては、社員一人ひとりが仕事もプラ

イベートも充実した人生を送れるよう努力して

いきたいし、ぜひ、仕事を通じて自己実現して

もらいたいと思っています。

　当社は離職率の低い会社です。理由は定かで

はありませんが、女性はもちろん、社歴の浅い

社員にも、働きやすい職場になるように努めて

いるからでしょうか。具体的には、上司がこま

めに声をかけ、できる限り心配りをすることで、

何でも相談しやすい雰囲気作りを心がけていま

す。また、残業が少なく、早めに帰宅できるこ

とも長く勤められる理由の一つでしょう。

　自分の意見が言いやすいところです。聞いて
くれる上司が多く、話しやすい環境が GOOD
です！

　メリハリをつけて、自分の仕事にきちんと取
り組んでいる社員ばかりです。女性職員は年が
近いこともあり、コミュニケーションもとりや
すいですね。

従業員に聞く！

上司は、仕事の流れ
を理解しやすいよう
に部下に伝える。コ
ミュニケーションを
大切にするのが中橋
産業の仕事スタイル。
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一般事業主行動計画を策定しましょう。
県から無料でアドバイザーを派遣します。

　子育てと仕事の両立をしやすい職場作りの計画のことで、「次世代育成支援対策推進法」において、

101 人以上の労働者を雇用する企業は「一般事業主行動計画」の策定・届出、公表・労働者への周知を

行わねばならないと定められています。

　100 人以下の企業は努力義務とされていますが、「一般事業主行動計画」を策定することは、ワーク・

ライフ・バランス導入の入口として従業員の意識付けや計画的推進の良いきっかけとなります。 

　なお、一定の条件を満たせば、国の助成金（両立支援助成金）を受け取ることができます。

※行動計画策定にあたっては厚生労働省ホームページもご参照ください。 

　一般事業主行動計画の策定については、県が無料で、ワーク・ライフ・バランス推進アドバイザー

を派遣しています。 

　残業の削減や従業員の子育てや親の介護等にも対応できる社内体制づくりなど、ワーク・ライフ・

バランスの推進に取組む企業を支援します。 

　県内に本店を置き、常用雇用する労働者の数が 100 人以下の企

業が行動計画を策定し、その内容が県の定める基準を満たしてい

る場合、県に申請を行うことにより、「子育て行動計画策定企業

認証マーク」を取得することができます。

　「子育て行動計画策定企業認証マーク」の取得についても、ワー

ク・ライフ・バランス推進アドバイザーを無料で派遣しています。

　認定を受けた企業は、働きやすい企業として社会にＰＲでき、

優秀な人材確保や、定着につながります。香川県では、企業名な

どを積極的にホームページや広報紙上でＰＲしています。

こちらからご覧ください http://www.pref.kagawa.jp/rosei/fukushi/kosodatemark-jigyousyo.html

■ 一般事業主行動計画とは

■ ワーク・ライフ・バランス推進アドバイザーを派遣します！

■ 香川県の認証マークを取得することができます。

取得企業 130 社（平成 25 年 12 月 31 日現在）

香川県商工労働部労働政策課　TEL 087- 832-3365

香川県商工労働部労働政策課　TEL 087- 832-3365

お問合せ・お申込み

お問合せ・お申込み
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　仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）を実現するために、カエル（Change）かがわキャ

ンペーンに取り組み、働きやすい職場環境づくりを推進しています。 

　キャンペーンの内容として、労働時間の短縮に向けた取組みや柔軟な勤務体制を導入、また、

導入しようとする企業等を「カエルチャレンジ企業」として募集しています。 

　その他にも「子育て行動計画策定企業認証マーク」の交付や「ワーク・ライフ・バランス推

進企業表彰（平成 24 年度～）」も実施しています。 

　ぜひ、キャンペーンに参加して、優れた人材の確保や企業のイメージアップにお役立てくだ

さい。（内閣府：「カエル！ジャパン」キャンペーンの香川版と位置づけています。） 

 「一般事業主行動計画」についてのお問合せは

助成金の内容についてのお問合せは

ワーク・ライフ・バランス推進事業  カエル（Change）かがわキャンペーン

香川県商工労働部労働政策課　TEL 087-832-3365

香川労働局雇用均等室　TEL 087-811-8924

香川労働局雇用均等室　TEL 087-811-8924

厚生労働省ホームページ

厚生労働省ホームページ

一般事業主行動計画の策定・届出について
http://www.mhlw.go.jp/general/seido/koyou/jisedai/

仕事と家庭の両立支援に取り組む事業主等のみなさまへ　給付金のご案内
http://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kodomo/shokuba_kosodate/
ryouritsu01/index.html

ホーム 

▲

 政策について 

▲

 分野別の政策一覧 

▲

 子ども・子育て 

▲

 職場における子育て支援 

▲

事業主の方へ 

▲

 育児・介護休業法・次世代育成支援対策推進法について 

▲

 
次世代育成支援対策推進法に基づく一般事業主行動計画について

ホーム 

▲

 政策について 
▲

 分野別の政策一覧 

▲

 子ども・子育て 

▲

 職場における子育て支援 

▲

事業主の方へ 

▲

 事業主の方への給付金のご案内

お問合せ

発行年月／平成 26 年２月
発 行 元／香川県商工労働部労働政策課　電話 087-832-3365
　　　　　〒 760-8570 香川県高松市番町 4-1-10
企画・編集／特定非営利活動法人わははネット
印　　刷／株式会社にいはら

香川県版　中小企業のためのワーク・ライフ・バランス事例集
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〒 760-8570 香 川 県 高 松 市 番 町 4-1-10
T E L  087-832-3365　FAX  087-806-0211
URL  http://www.pref.kagawa.lg.jp/rosei/

香川県商工労働部労働政策課
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